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平成 28 年 3 月 

 

沖縄県伊是名村 

伊是名村人口ビジョン・総合戦略 
 

概要版 
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伊是名島は、特異性を有する動植物と自然景観

を保有し、歴史・文化にあふれています。古民家

の縁側でお茶に呼ばれ、フクギ並木の緑陰で一休

みし、海へ続くさとうきび畑の畔道でふと旅情に

さそわれる、そんな魅力あふれた島です。 

戦略策定にあたって 

 

 

地方版総合戦略の位置付け 

本戦略の期間 

本村の概要 

【フクギの並木】 【海へつづくウジー道】 【イヒャ・ジューテー】 

戦略策定の背景と目的 

 
まち・ひと・しごと創生法 

国の長期ビジョン 
 

2060 年に１億人程度の人口を

確保する中長期展望を提示 

国の総合戦略 
 

2015～2019 年度（5か年）の

政策目標・施策を策定 

伊是名村人口ビジョン 
 

地域の人口動向や将来人口推

計の分析や中長期の将来展望

を提示 

伊是名村総合戦略 
 

地域の人口動向や産業実態等

を踏まえ、2015～2019 年度（5

か年）の政策目標・施策を策

定 

人口の現状分析 
 

伊是名村の人口構造・動向等の

特性を示す基礎データを作成 

人口の将来展望 
 

2060 年を基本目標とする伊是

名村の人口の将来展望を示す 

社会経済の現状分析 
 

伊是名村の産業構造・経済動向

の特性を示す基礎資料を作成 

基本目標 
 

今後 5 年間における基本的な

目標を設定 

政策分野ごとの基本目標 
 

具体的な施策の整理、施策ごと

の客観的な重要業績評価指標

（ＫＰＩ）を設定 

基本的方向 
 

基本目標を達成するための施

策の基本的方向を整理 

アンケート調査による村民ニーズ等の反映 
 

総合戦略策定委員会等による合意形成 
 

情報・人材支援 

将来人口推計の

ワークシート 

地域経済分析 

システム 

地方創生人材支

援制度 

地方創生コンシ

ェルジュ制度 

本村の人口は、若年層の減少とともに少子高齢化が進み、村経済発展の阻害要因となっています。人口はいったん減り

始めると、それを回復させることは容易でないことから、『第４次伊是名村総合計画』においては、「歴史と自然、人が共

生する伊是名村」を将来像として、村の主要産業である農林水産業や自然・歴史文化の資源を活かした観光産業等の創出

を図ることで、住民と行政が一体となった活力ある協働のしまづくりを目指すとしています。 

にもかかわらず本村の人口は減り続けており、このままでは、村の存続にもかかわる深刻な事態を招きかねません。この

ため、交流事業や六次産業を誘発するなど、中長期的に村外から人を呼び込むことにより急速な人口減少に歯止めをかけ、

将来にわたって活力ある地域社会を維持するため、まち・ひと・しごと創生法に基づき、伊是名村総合戦略を策定するも

のです。 

地方版総合戦略は、国の「長期ビジョン」と「総

合戦略」を踏まえ、地方特性を勘案して地方版の人

口ビジョンを策定するとともに、今後 5 か年の政策

目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた

ものです。 

人口ビジョンの目標年次は、国の長期ビジョンの

期間に合わせて、平成 72（2060）年とし、5 年

ごとに人口の推計を行います。 

また、「地方版総合戦略」の目標年次は、平成 31

（2019）年とします。 

本村は、沖縄本島の北方に位置し、総面積は

15.42ｋ㎡で主島の伊是名島（14.16ｋ㎡）が総面

積の 9 割を占め、次いで屋那覇島（0.74ｋ㎡）、具

志川島（0.47ｋ㎡）、降神島（0.01ｋ㎡）の４島か

ら成り立っています。 

島の周囲は 16.7km でほぼ円形を成しており、島の

南東から北西へ向けて、100 前後（最高峰は大野山

の 120ｍ）の山々が連なり、これらを分水嶺として、

東部と西部の海岸線へ緩やかな勾配をもって農耕

地・集落が広がっています。集落は、海岸沿いに発

展し、南に伊是名区、東に仲田区・諸見区、北に内

花区、西に勢理客区の集落からなっています。 

また、本村は特に優れた自然環境を有しており、伊是名山を自然環境保全地域に指定し、

自然環境の適正な保全を図っています。歴史的には第一尚氏王統の元祖及び第二尚氏王統の

始祖尚円王の生誕の地として知られ、それにまつわる歴史文化遺産も数多く残されています。 

 

 

 

 

 

【尚円王まつり】 
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本村の人口ビジョン 
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総人口 15歳未満 15-64歳 65歳以上

人口推移（国勢調査） 

就業者 

転入・転出 

現状推移予測 

平成 2 年からの人口の推移をみると、本村は平

成 12 年までは横ばいで推移していましたが、平

成 17 年に減少に転じ、平成 22 年にはさらに減

少し平成 2 年に比べ 16％減少しています。 

性別にみると、平成 2 年と比べ、男性は平成

12 年まではプラス側（増加）、平成 17 年以降は

マイナス側（減少）にあります。一方、女性は常

にマイナス側（減少）にあり、女性の人口減少が

深刻となっています。 

また、平成 22 年の３階級別人口をみると、本

村は他の離島の自治体と比べ、少子高齢化の傾向

は中位よりやや進んでいる状態です。15 歳～64

歳の生産年齢人口の割合は 55％で、離島計

（62％）より 7 ポイント低くなっています。 

 

転入・転出の状況を年代別にみ

ると、「15～19歳」で大きく転

出した人口が「20～24 歳」か

ら徐々に戻ってきますが、65歳

以上になると、ほぼ転入はなく転

出が上回っています。つまり、高

校進学、結婚・出産、定年退職、

最終介護の時期に大きな変動が

みられます。特に85歳以上で転

出が極端に多い理由は、村内に充

実した介護施設がないことが要

因であると考えられます。 

 

現在のまま推移した場合

の将来予測は、15 歳未満と

15 歳から 64 歳までが漸

減、65 歳以上が 2025 年

まで増加したあとやや減少

するとなっています。その

結果、総人口は 2060 年に

1,008 人となり、現状の

2010 年より 37％減少す

ることになります。 

 

本村の産業分類別の就業者数をみると、「農業」が 148 人と最も多く、次いで「建設業」94 人、「医療，福祉」73 人、

「公務」63 人の順となっています。女性の就業率が比較的高いのは、「医療，福祉」、「卸売業，小売業」、「宿泊業，飲食

サービス業」などとなっていますが、全般的に女性の就業率は低いのが現状です。 
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現状推移 対策後 実績

2010(平成 22)年  2060(平成 72)年  倍率（2060年／2010年） 

日本     128,057千人      100,000千人         0.78倍 

伊是名村        1,589人          1,250人              0.79倍 

 

現状推移       対策後       

15 歳未満   15.1％   →   15.9％ 

15～64歳   47.4％   →   50.4％ 

65 歳以上   36.9％   →   32.3％ 

［対策による人口減少の食い止め］ 

現状推移予測人口から、年齢階級ごとの転出率と転入率を見直すことで人

口減少を食い止める手法を用いました。その結果、2060（平成 72）年の総

人口は、現状推移予測の 1,008人から 1,252人になりました。 

現状推移      対策後       

総人口 1,008人  →  1,252 人 

主要施策による

移住の効果。 

現状推移  対策後予測       

最もきびしい 

支える人数     0.90人  →  1.02 人 

（生産年齢人口） 

人口の長期目標 

対策後の将来予測 

社会経済に与える影響 
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予測 

 【本村の人口の長期目標】 

「2060 年に 1,250 人程度の人口を確保する」 

 

国の長期ビジョンでは、

「2060 年に１億人程度の

人口を確保する」としている

ことから、本村においても、

様々な条件は異なるものの、

国と同等の目標を掲げるこ

とが相当であるとし、人口の

長期目標を、「2060 年に

1,250 人程度の人口を確保

す る 」 と し ま す 。

¥¥_file1¥h27¥5150052_

（企画部）伊是名村人口ビ

ジョン・総合戦略策定支援

業務¥最終報告書¥伊是名

村 ＿ 総 合 戦 略 ＿ 概 要

版.doc - _Hlk445466476 

総合戦略の主要施策による

2020 年の移住者を加え、更に

施策体系に基づく種々の施策

の継続によって転出者を減ら

し転入者を増やして将来人口

の減少に歯止めをかけると、

2060 年の人口は 1,252 人に

なると推計されます。 

 

対策後の３階級別の構成比をみる

と、15 歳未満の最低割合、15～

64 歳の生産年齢人口の最低割合、

65 歳以上の最高割合は、いずれも

以下のように改善されます。 

同じく 15 歳未満と 65 歳以上の非生

産年齢人口 1 人を、15～64 歳の生産年

齢人口が何人で支えるかについても、以

下のように改善されます。 
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file://///_file1/h27/5150052_（企画部）伊是名村人口ビジョン・総合戦略策定支援業務/最終報告書/伊是名村＿総合戦略＿概要版.doc%23_Hlk445466476
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本戦略の施策体系は以下のとおりであり、国の総合

戦略や沖縄県人口増加計画、伊是名村の総合計画等を

踏まえ、第４次伊是名村総合計画の目標である『歴史

と自然、人が共生するときわのしま・伊是名』を実現

するため、以下の４つの政策分野について施策を展開

していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国の総合戦略が定める政策分野】 

①地方における安定した雇用を創出する。 

②地方への新しい人の流れをつくる。 

③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる。 

④時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守ると

ともに、地域と地域を連携する。 

政策分野・施策体系 

 

 

施策体系 

歴
史
と
自
然
、
人
が
共
生
す
る
と
き
わ
の
し
ま
・
伊
是
名 

出会いと結婚に係る支援 

保健・医療・
年金の充実 

□保健・医療 

□介護保険・国民年金・国民

健康保険 

消防・救急体
制の整備 

□消防体制の強化 

□救急体制の強化 

学校教育の充
実 

□教育環境の向上 

□青少年健全育成 

地域コミュニティの醸成 

児童・母子福祉の充実 

結婚・子育てセーフ
ティネットの充実 

定住環境の整備・充
実 

生活基盤の整
備 

□簡易水道の整備 

□農業集落排水の整備 

□住宅の整備 

□ごみ処理対策 

□自然エネルギーの活用 

 

 通信情報基盤の整備 

ひと・情報・推進体制 

交通体系の整
備 

□道路網の整備 

□海上交通の確立 

□空路交通の活用 

ＩＣＴ産業の振興 

観光業の振興 
□観光資源の活用 

□観光振興の充実 

□滞在・体験型観光地の形成 

□スポーツイベントの誘致 

新たな未来をひら
く観光業等の振興 

商工業の振興 □商業の振興 

□工業の振興 

□地場産業の振興 

農林業の振興 □農業の振興 

□林業の振興 豊かな生活を築く
農林水産業の振興 

水産業の振興 □漁業環境の整備 

□漁業経営の安定化 
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国の総合戦略が定める４つの政策分野において、本村として特に重点的に推進すべき施策をＫＰＩ（重要業績評価指標）

として以下のように設定します。 
 

施策分野 項  目 現 状 
数値目標 

平成 31 年度 
担 当 

産

業

振

興 

農林水産業 

(雇用) 

農林水産物の地産地消の推進 

（需要量に対する利用率） 
 （４人） 

農林水産課 

 
給食における野菜の利用率  ３０％ 

給食における米の利用率  １００％ 

名産品や特産品の新規開発 － 
3 品目 

（６人） 
商工観光課 

民泊参加農家数 70～80 戸 現状維持 商工観光課 

農漁業就労者数 335 人 350 人 農林水産課 

観光 

(人の流れ) 

地域おこし協力隊 － （３人） 企画政策課 

古民家修復・復元 
３戸 

（６人） 

６戸 

（２５人） 
企画政策課 

農家民泊利用者数 １万人 1 万人 商工観光課 

伊是名版琉球歴史ロマン街道「宿道」（夢

街道ルネサンス） 
－ 

基本設計完了 

（２人） 
商工観光課 

スポーツ交流の推進 

（スポーツアイランド構想の推進） 
９００人 現状維持 

企画政策・建設環境

課 

新規観光メニューの開発 － （２人） 企画政策課 

結婚・子育て 

婚活機会の創出 

（出会い斡旋者［くどき隊］） 
－ ４回 

企画政策・商工観光

課 

子育て支援 － 維持・拡大 住民福祉課 

保育料の無料化 － 実現化 住民福祉課 

学校給食の無料化 － 実現化 教育振興課 

まちづくり 

Ｕターンや移住者の受入のための定住促

進住宅整備 
－ 実現化 企画政策課 

ＩＣＴの充実・高度利用 － 実現化 総務課 

伊平屋・伊是名架橋建設計画の促進 

（県事業） 
－ 事業化準備 企画政策課 

再生可能エネルギーの導入 － 50kW 建設環境課 

総合指標 転入者（移住者）  （４２人） 住民福祉課（集計） 

注１）（○人）は移住者の数。 

注２）表中のゴシック文字は、総合戦略の重点施策です。 
     

  

県内産の野菜の取扱量は、9 月～11 月の

秋の時期に極端に少なくなることから、この

時期に合わせて植物工場等で野菜を生産すれ

ば、単位生産量当たりかなりの収入が見込め

ます。 

その際、利用先によって生産する作物が変

わってくるので、売り先をしっかり確保した

品目別営農計画が重要になります。 

ＫＰＩと重点施策 

 

 
ＫＰＩの設定 

地産地消の推進 



6 

 

 

 本村には人が住まなくなった赤瓦の古民家が多く残されています。特に伊是名集落と

勢理客集落にはまとまっており、沖縄らしい特有の景観を形成しています。修復・復元

にあたっては、周囲の集落景観を損ねることなく、調和あるものとします。 

 

 

 

夢街道ルネサンスとして、沖縄県には、「やんばる風景花街道」「琉球歴史ロマン街道『宿道』」（中部、南部）の３ル

ートがあります。この歴史ロマン街道を、海を隔てた伊是名村まで延長し、伊是名集落と勢理客集落に比較的まとまっ

ている沖縄らしい特有の集落景観を活かした「宿道」の実現を目指します。 

 伊是名集落においては、国指定重要文化

財である銘苅家をはじめとして、サンゴを

平積みした石垣、フクギの屋敷林などで構

成される伝統的な集落景観が形成されて

います。 

 尚円王の生誕地である伊是名において

は、公事清明祭やサムレー道、みほそ所で

催される御座楽など、伝説を語りづく景観

が形成されていることから、これらを観光

資源として活かすため、新たな観光コース

を開拓します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古民家修復・復元 

伊是名版琉球歴史ロマン街道 

銘苅家住宅（国指定重要文化財） 

サンゴ石垣の屋敷囲い 

サムレー道 

伊是名玉御殿 

伊是名城跡 
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本戦略の推進にあたって、広く関係者の意見を反

映させるため、村民・団体・事業者・行政等で構成

する「伊是名村地方創生推進会議（仮称）」を設置し、

同会議において、本戦略に基づく取組の進捗状況に

ついて報告を行い、戦略の見直しを行うなど戦略の

着実な推進を図ります。 

本戦略の推進にあたって、施策ごとの進捗状況を

把握するため、重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定

し、重点施策の進捗状況や社会経済情勢の変化に柔

軟に対応していくこととしています。 

沖縄県は、総合戦略に係る様々な補助メニューを用意していますが、農家等の事業者が単独でこれらの申請手続きを行う

のは困難と考えられるため、村は相談窓口（企画政策課）を設置して、必要な助言や支援を行います。また、総合戦略の推

進を図るために、村のホームページや広報等を通じて、総合戦略の周知に努めます。 

 

 

 

「第４次伊是名村総合計画」では、住民の健康づくり

や生きがいづくりなど、それぞれの体力や年齢に応じて

気軽にスポーツを楽しむことのできるスポーツ環境づ

くりを推進するとしています。本村では、モータースポ

ーツで開催実績のある場外離着陸場を、村民の健康増進

のみならず、島外からのスポーツ人口を呼び込む場とし

て整備することを検討します。 

 

 

 

本村においては、公共施設や各家庭でブロードバンドが利用できる環境が整備されていますが、今後は、産業や観光

におけるにＰＲやマーケティング戦略に活用していくとともに、医療や教育の現場での高度利用方策を検討し、格差の

是正に取り組んでいきます。 

 

 

伊平屋と伊是名の架橋建設は約 50 年前から両島の悲願

でありながら、しばらく休眠状態にありましたが、伊良部

架橋の建設・供用を機に、最近再びその機運が盛り返して

きています。伊平屋空港（野甫島）の建設が実現しつつあ

るいま、海上輸送のみに頼ってきた沖縄本島との移動が、

空路に拡大することは、両島の島民にとって、大きな希望

と便益をもたらすものと期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 戦略の推進 

 

 

スポーツアイランド構想 

ＩＣＴの充実・高度利用 

伊是名村人口ビジョン・総合戦略 概要版 

伊是名村企画政策課 

〒905-0695 沖縄県島尻郡伊是名村字仲田 1203番地 

TEL 0980-45-2001   FAX 0980-45-2467 

http://vill.izena.okinawa.jp/ 

 

 

報告・助言 

参加・協力 
 

伊是名村地方創生推進会議（仮称） 

村 民 事業者 団体等 
 

村長 

事務局 

担当課 

指示 報告 

伊是名村 

指示 報告 

伊是名村総合戦略策定委員会 

伊平屋・伊是名架橋建設計画 


